



























































































ばめ」を形成し、主に［f］, ［v］, ［θ］, ［ð］, ［ç］, 
［j］, ［h］が通常この型に属する。一方、溝型
は「舌面が左右から口蓋に接触し、中央に凹











あった（Kemp 2006: 472; Robins 1957）。 
がJohn Wall is  Grammar of the English 
Language（1972）において、16、17世紀の
言語音の扱われ方を考察した小論があるが、




音 を 包 括 的 に 扱ったDobson（1985） とW. 



















（The soft palate being raised and the nasal 
resonator shut off, the tip and rims of the 
tongue make a light contact with the edge 
and inner surface of the upper incisors and 
a firmer contact with the upper side teeth, 
so that the air escaping between the 
forward surface of the tongue and the 






















を挙げている（Kemp 1987: 186, note. 6）。14
章では、動詞を語形変化によって６範疇―（1） 
λείβω（注ぐ）、γράφω（書く）、τέρπω（楽
しむ）、κόπτω（切る）のようにβ, φ, π, π







th, khは見られない（Keil 1855: 9）。彼の言語
音の分析には“cognatio”（類似性）という
概念が適用されて、例えば、閉鎖音の三項対












（σ （s）, ρ （r） など）、ἄφωναと呼ばれる第三の
範疇（閉鎖音）は「接触を伴うが、その音自
体には音をつくらない」音（γ （g）, δ （d） など）
で あ る。 後 に こ の ３ 分 法 を 踏 襲 し た
Dionysius Thraxの 作 と み な さ れ て い る
Tekhnē grammatikēでは、第二の範疇にζ （zd）, 
ξ （ks）, ψ （ps）, λ （l）, μ （m）, ν （n）, ρ （r）, σ （s） 
が、第三の範疇にπ （p）, τ （t）, κ （k）, β （b）, δ 
（d）, γ （g）, φ （ph）, θ （th）, χ （kh） が挙げてら






























が指摘しているように、Sir Thomas Smith （1513-
77） はDe recta et emendate linguae anglicae 




に 子 音 をmutae（ 黙 音 ）、liquidae（ 流 音 ）、











立/k/, /g/, /t∫/, /dʒ/を提示し、さらに /p/, /b/, 















項対立―無声無気音 / 無声有気音 / 有声音 、













1531-1611）はThe First Part of the Elementarie
（1582）において、まずすべての「単一の文字」
（“single letter”）を母音（a, e, i, o, u）と子音
― mutes（黙音）（b, c, d, g, k, p, q, t） とhalf 
vowels（半母音）（f, l, m, n, r, s, x, z） ―に分











らかい」（“yt ［d］ hath … the softer touching 






声 / 有 声 の 弁 別 に よって 分 類 し て い る。




















　 J o h n  Wa l l i sのG r a m m a t i c a  l i n g u a e 
anglicanae （1st ed. 1653; 6th ed. 1765）6 の３
分法による子音の体系では、子音は、息が完
全に閉鎖されるconsonae clausae（閉じた子
音）（P ［p］, B ［b］, M ［m］; T ［t］, D ［d］, N ［n］; 
４つの範疇、つまり （1）「息の閉鎖でつくら
れる」（“mād uið a stŏping breþ”）子音（b, p, 
d, t, g, k, dʒ, tʃ）（67a）、（2）「継続して均一し
た 息 を 有 す る 」（“hāv a kontinual uniform 
breþ”）子音（ð, þ; v, f ; z, s）（59a）、（3） liquids（流
音）あるいはsemivocals（半母音）（l, m, n, r, 









pŭting ov ðe fōr part ov ðe tung, tu ð’ŭper 
fōrtīþ: so softli az ðe brēþ mē păs uiþ ðe sound 
for ð’ōn, and uiðout for ð’uðer）すると調音さ
れると説明されている（59a）。
　Salmon（1998: 142-46）が指摘しているよう
に、Hartの草稿The Opening of the Unreasonable 






































厚 み を も っ て 息 が 出 る と 」（“ L i t e r a m  














C ［k］, G ［g］, N  ［ŋ］）と、息は閉鎖されず圧
搾されて放出されるconsonae apertae（開い
た子音）（F ［f］, V ［v］; S  ［s］, Z  ［z］; Ch ［x］, 
Gh［ɣ］; F ［ʍ］, W ［w］; Th ［θ］, Dh ［ð］; H ［h］, 







V; S, Z; Ch, Gh）とcrassioresあるいはpinguiores
（厚みのある音）と呼ばれる子音（F ［ʍ］, W; 












を基準に、labiales （唇音） （P, B, M; F ［f］, V; 
F ［ʍ］, W ［w］）、palatinae （口蓋音） （T, D, N; 
S, Z; Th, Dh）、gutturales （喉音） （C, G, N; Ch, 
Gh; H, Y） に３分した後、各範疇は、Wallis特
有の呼気の方向の基準により、息がすべて口
腔を通って放出される子音mutae （黙音） （P, 
T, C, F ［f］, S, Ch, F ［ʍ］, Th, H）、息が口腔と
鼻腔に等しく放出される子音semi-mutae （半
黙音） （B, D, G, V, Z, Gh, W, Dh, Y）、息がほぼ
すべて鼻腔を通り鼻から放出される子音







的 に 研 究 し たKempが 述 べ て い る よ う に、

















　John Wilkins（1614-72）はAn Essay towards 




















subtilius exeat, et quasi per rimulam （elevata 
paulum ea linguae parte quae extremitati 
proxima est, ut spiritus in tenuiorem quasi 
laminam seu bracteam comprimatur, in 
f o r m a m  n e m p e  l a t i o r e m  s e d  m i n u s 
crassam）”）、Sの音が生じると記述している
（23）。 この「舌尖に隣接した舌の部分」
（“linguae parte quae extremitati proxima 








ne, etiam non attendenti, assurgat aliquantulum 













the Tongue, to the Top of the Teeth”）、「息が
口 の 真 ん 中 を 通って 放 出 さ れ る 」（“the 





appulseは、他に閉鎖音D, T; G, C; M, HM; N, 





breathed（気音）（M, HM; N, HN; Ng, HNg; V, F; 
Dh, Th ; Gh, Ch; L, Lh ; R, Rh ; Z, S ; Zh, Sh）、
semispiritous（半気音）（B, D, G）、non-spiritous
（無気音）（P, T, K）に分類される。spiritous
はさらに鼻音（M, HM; N, HN; Ng, HNg）と口
音 （V, F; Dh, Th;...Zh, Sh）に細分化される。
　この分類ＢではDhとThの音はDとTと関連
づけられ、その記述にはWallisとの類似点が
多 い。Wilkinsは 両 歯 音 を「 気 息 を 伴った、
あるいは厚いDとTという文字［音］」（“the 








とによって」（“by a percolation of the Breath 
through a kind of Chink betwixt the tongue 
and upper teeth”）調音されると説明してい
る点である。ここで用いられている「一種の












まずlabial（唇音）（V ［v］, F ［f］; M ［m］, HM 
［m
8
］）とlingual（舌音）（Dh ［ð］, Th ［θ］; L  ［l］, 
HL ［l
8
］; R ［r］, HR ［r
8
］; Z  ［z］, S  ［s］; Zh ［ʒ］, Sh 
［∫］; N ［n］, HN ［n
8








で調音される音には口音Dh, Th; L, HL; R, 




Dh, Th（舌先が歯先と近接）; L, HL（舌先が
口蓋の最前方部と近接）、（2） trepidation（振
動）によるR, HR, （3） 息のpercolation （浸透）











はVの 調 音 の 記 述 の 中 の 一 節 “a kind of 











語 音 と し て 存 在 し て い な い と 考 え た
percolation に属するふたつの音についても、
ひとつは“whistling”、もうひとつは「鵞鳥
の シュ ーと い う よ う な 音 」（“a sound like 



















labial（唇音）（口音P ［p］, B ［b］; 鼻音M’ ［m
8
］, 














ＡではS, ZはSh, Zhとともにpercolation, Dh, 
Thはappulseと解釈されているが、分類Ｂで





今日の音声学でいう歯擦音のZ, S; Zh, Shしか
存在しない。一方、分類Ｂでpercolationによ






放出されることに使われる」（“Used of the 
emission of the breath through a narrow 
opening between two of the organs of speech, 








音 ］ 器 官 の 単 一 の 適 切 な 動 き 」（“single 
proper motions of the Organ”）によって形成
され、「ＴとＨ、あるいはＤとＨが複合された」











　Christopher Cooper（d. 1698）がThe English 
Teacher（1687）において提唱している子音
体系は、まず閉鎖の程度を基準に、息が一部
遮断されて生じるthe first rank of consonants 
（閉鎖音以外の子音）と息が完全に遮断され
て生じるthe second rank of consonants（閉






［ð］, ［θ］を表す子音dh, thが属するthe first 
rank of consonantsは鼻音（m, hm; n, hn; ng, 
hng）と口音に二分され、口音はさらにlabial 
（w, hw; v, f）、lingua-dental （z, s; zh, sh ; dh, 
th ）、lingua-palatine （l, hl ; r, hr ; y, hy ）、
guttural （gh, ch; h） に分類される（Cooper 
1687: 18-21）。このように、Cooperの子音体








（口音F ［f］, V ［v］; その鼻音）、lingua-dental
（舌歯音）（口音Th ［θ］, Dh ［ð］; その鼻音）、
gingival-sibilant（歯茎歯擦音）（口音S ［s］, Z  
［z］; その鼻音） , palatick-sibilant（口蓋歯擦
音）（口音Sh ［∫］, Zh ［ʒ］; その鼻音）、gingival-
free（歯茎自由音）（口音L’ ［l
8




R ［r］; その鼻音） の６つの範疇に分類される。
partialの分類には、能動調音器官と受動調音
器 官 を 組 み 合 わ せ た 範 疇（labiadental, 
lingua-dental）や受動調音器官と聴覚的な特






































　この両歯音にWilkinsが“the Letters D, & T, 
aspirated or incrassated”という表現を用い






を 区 別 し て い る（Cooper 1685: 34, Cooper 
1687: 20, 66）。この区別は上述したように















へ 動 く こ と に よって 」（“by the end of the 
Tongue moved to the top of the upper Teeth, 






















な い の だ が、“rimula” と 対 照 的 な 表 現
“foramen”がCooperのラテン語版のwとhw
の 調 音 の 記 述 の 中 に 見 受 け ら れ る こ と



















WallisのPinguioresと連想させる “D & T aspirated 
or incrassated”、Cooperはdhを“dincrassated”、
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